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１．主  催  東北地区高等専門学校体育連盟 

２．共  催  鶴岡市、鶴岡市教育委員会 

３．後  援  特定非営利活動法人鶴岡市体育協会,特定非営利活動法人山形県サッカー協会 

４．競技開催校  鶴岡工業高等専門学校 

５．大会期日  平成３０年６月３０日（土）～７月１日（日） 

６．大会会場  鶴岡市小真木原陸上競技場・小真木原東多目的広場（鶴岡市小真木原町 2-1） 

７．競技人員  （１）監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、記録員１名、選手２０名以 

内、計２４名以内。 

        （２）外国人留学生及び編入学生のエントリー数は６名以内とする。そのうち 

           で同時に出場できるのは３名以内とする。 

８．競技規則  （１）(公財)日本サッカー協会サッカー競技規則(２０１７／２０１８)による。 

        （２）使用球は、(公財)日本サッカー協会公認球（５号球）とする。 

          （モルテン ペレーダ 5000） 

９．競技方法  （１）７チームをＡ(３チーム)、Ｂ(４チーム)２つのブロックに分け、Ａブロッ 

クはリーグ戦、Ｂブロックはリンク戦を行い、各ブロックの１位同士で決 

勝戦、２位同士で３位決定戦を行う。 

（２）リーグ戦及びリンク戦の試合時間は６０分、ハーフタイムのインターバ 

ルは５分とする。決勝戦及び３位決定戦の試合時間は８０分、ハーフタイ 

ムのインターバルは１０分とする。 

（３）リーグ戦、リンク戦での各試合について延長戦は行わない。試合時間内 

に勝負が決しない場合は PK方式により勝利チームを決定する。 

（４）決勝の延長戦は２０分とする。それでも決しない場合は PK方式により 

決定する。 

（５）３位決定戦の延長戦は行わない。試合時間内に勝負が決しない場合は両 

方を３位とする。 

（６）リーグ戦、リンク戦の順位は、次の順序に従って決定する。 

          ａ．勝ち点（勝ち ３点、PK勝ち １.５点、PK負け １点、負け ０点） 

          ｂ．得失点差 

          ｃ．総得点数 

          ｄ．当該チーム間での勝敗 

          ｅ．コイントス 

（７）競技中のベンチ入りできる人数は、メンバー表に記載された２５名まで 

とする。 

（８）競技開始前に最大限９名までの交代要員の氏名を通告しておき、５名ま 

で交代することができる。 

（９）本大会において退場を命じられた競技者は、次の１試合に出場できず、 

  それ以後の処置については本大会の規律委員会で決定する。 

（10）本大会において警告を２度受けた競技者は、次の１試合の出場資格を失 

う。 

10．参加申込  （１）申込期限 平成３０年６月１日（金）【必着とする】 

        （２）申 込 先 〒997－8511 鶴岡市井岡字沢田 104 

鶴岡工業高等専門学校学生課内 

                  東北地区高等専門学校体育大会 

 サッカー競技実行委員会事務局 

                   TEL：0235－25－9027   FAX：0235－25－8195 

 
 



11．組合せ抽選  （１）シードを行う。 

（２）競技実行委員会において、平成３０年６月１２日（火）に競技開催校の体 

育主任及び学生(学務)課の立会いで、競技開催校の学生が抽選を行う。 

12．代表者会議 （１）日  時 平成３０年６月２９日（金）１６：００～ 

（２）会  場 小真木原陸上競技場 会議室 

13．開閉会式 （１）開 会 式 平成３０年６月３０日（土） ８：３０～ 

       （２）閉 会 式 競技終了後 

14．そ の 他 （１）ユニフォーム（シャツ、ショーツ、ストッキング）は正のほかに、副とし 

て正と異なる色のユニフォーム（シャツ、ショーツ、ストッキング）を参加 

申込書に記載し、必ず携行すること。ユニフォームの参加申込以後の変更は 

認めない。なお、背番号の変更も認めない。 

       （２）選手は、審判と同一色又は類似色のユニフォームのシャツを着用すること 

         はできない。 

（３）背番号は、必ず参加申込書に登録された選手固有の番号をつけること。 

         大きさは縦２５㎝程度、横はこれに比例して適当な大きさで、番号は見やす 

         いものとする。 

          なお、背番号は１番から２０番の通し番号とすること。ユニフォームの 

         シャツが縞（縦縞も横縞も）の場合は、白布地（縦３０㎝×横３０㎝）に 

         背番号を付け、分かりやすくすること。 

（４）(公財)日本サッカー協会より取得した出場選手の「登録選手一覧」を代表 

者会議において提出すること。 

（５）シード校は次の方法による。 

  ①競技開催校をＢブロックのＤに置く。 

②前年度優勝チームを第１シード、準優勝チームを第２シードとし、第１ 

 シードをＡブロックのＡ、第２シードをＢブロックのＧに置く。 

③競技開催校とシード校が重複した場合は、①を優先し、もう一つのシード 

をＡブロックのＡに置く。 

       （６）不測の事態で競技が中断した場合は、その中断した状態から再開する。 

          その際は競技本部へ必ず報告する。最大１時間を基準に判断する。  

（７）試合の審判は主審１名、副審２名、第四審判員１名の４名体制で実施す 

る。 

（８）この大会は第５１回全国高等専門学校サッカー選手権大会東北地区予選 

  を兼ねる。 

       （９）全国大会へは２校が出場するものとする。 

（10）全国大会への出場がかかる３位決定戦において、試合時間内に勝負が決し 

ない場合は両方を３位とする。その上で２０分の延長戦を行い、それでも決 

しない場合は PK方式により出場校を決定する。 


